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［
資
料
紹
介
］

　
　

春
日
大
社
蔵
『
舞
楽
手
記
』
翻
刻　
付 

解
題

　

岸　

川　

佳　

恵

神　

田　

邦　

彦

　
　
　

一　

は
じ
め
に

　

奈
良
県
、
春
日
大
社
で
は
、
隣
接
す
る
興
福
寺
と
と
も
に
、
古
く
か
ら

神
事
・
仏
事
に
際
し
て
音
楽
が
行
わ
れ
て
お
り
、
同
社
に
は
平
安･

鎌
倉

期
以
来
の
楽
器
、
装
束
の
ほ
か
、
文
献
資
料
も
所
蔵
す
る
。
そ
の
中
に
、

国
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
る
、
鎌
倉
時
代
の
楽が

く
し
ょ書

七
巻
（
所
謂

「
春か

す
が
が
く
し
ょ

日
楽
書
」）
（
１
）
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
翻
刻
す
る
『
舞
楽
手
記
』
も
そ
の
う

ち
の
一
巻
で
あ
る
。
こ
の
七
巻
の
楽
書
は
『
大
日
本
史
料
』
に
も
引
か

れ
、
夙
に
史
料
性
の
高
さ
が
い
わ
れ
て
き
た
（
２
）が
、
こ
れ
ま
で
ま
と
ま
っ
た

研
究
が
な
く
、
か
つ
は
全
文
の
翻
刻
も
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
点
が
課
題

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
七
巻
の
調
査
、
翻
刻
に
共
同
で
着
手
し
、
こ

れ
ま
で
に
、
う
ち
三
巻
を
『
雅
楽
資
料
集
』
誌
上
に
発
表
し
て
き
た
（
３
）。

こ

の
翻
刻
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。
な
お
、『
舞
楽
手
記
』
に
つ
い
て
は
、
諸

本
の
研
究
を
別
稿
に
述
べ
た
（
４
）。

ま
た
、
編
者
・
成
立
等
に
か
か
る
考
証

も
、
追
っ
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
翻
刻
に
合
わ
せ
、
概

略
を
記
し
て
解
題
に
代
え
る
。

　
　
　

二　

解
題

　
『
舞
楽
手
記
』
一
巻
は
、
舞
楽
「
羅ら

陵り
ょ
う

王お
う

」
の
舞ま

い

譜ふ

で
あ
る
。
原
本
は

奈
良
県
春
日
大
社
に
蔵
し
、
同
本
は
同
社
に
所
蔵
す
る
所
謂
「
春
日
楽

書
」
七
巻
の
う
ち
の
一
巻
で
、
そ
れ
ら
は
旧
国
宝
、
現
在
は
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
豊

ぶ
ん
の

氏
本
家
、
内
閣
文
庫
ほ
か
に
も
こ
れ
と

同
内
容
の
写
本
が
伝
わ
る
（
詳
細
は
後
述
）
が
、
春
日
社
蔵
本
の
跋
文
末

尾
の
花
押
が
真
筆
と
見
ら
れ
、
こ
ち
ら
が
原
本
と
認
め
ら
れ
る
。
跋
文
に

よ
る
と
、
本
書
は
、
興
福
寺
所
属
の
楽が

く

人に
ん

狛こ
ま
の

近ち
か

真ざ
ね

と
（
５
）
同
寺
の
僧
侶
順
良

房
聖し

ょ
う

宣せ
ん

と（
６
）が

、
近
真
の
三
男
真さ

ね
か
ず葛

（
童
名
春
福
丸（
７
））

の
た
め
に
、
狛
氏

相
伝
の
「
羅
陵
王
」（
通
称
は
「
陵
王
」）
の
舞
譜
を
記
し
た
も
の
で
、
春

日
本
は
近
真
と
聖
宣
の
自
筆
本
で
あ
る
。

　

な
お
、
書
名
の
「
舞
楽
手
記
」
は
、
原
本
春
日
本
の
、
改
装
さ
れ
た
表
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紙
の
外
題
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
同
本
の
明
治
二
十
九
年
の
修
補
奥

書（
８
）の
筆
跡
と
同
筆
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
と
き
に
付
け
ら
れ
た
も
の
と

覚
し
い
。「
陵
王
」
の
舞
譜
と
し
て
は
そ
ぐ
わ
な
い
書
名
で
あ
る
が
、『
大

日
本
史
料
』
は
も
と
よ
り
、
後
述
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
「
舞
楽
手

記
」
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
が
通
行
し
て
い
る
。

筆
者

　

故
平
出
久
雄
は
、
本
書
は
狛
近
真
が
撰
し
、
跋
文
中
の
「
予
」
が
そ
れ

を
写
し
て
加
筆
し
た
も
の
と
し
（
９
）、

中
原
香
苗
氏
は
、
狛
近
真
編
纂
の
舞
譜

『
陵
王
荒こ

う
じ
ょ序

』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
家
旧
蔵
に
写
本
が
伝
存
（
（（
（

）
を
も

と
に
、
聖
宣
が
編
纂
し
た
も
の
と
す
る
（
な
お
、
中
原
氏
に
平
出
説
に
対

す
る
言
及
、
反
論
は
な
い（

（（
（

）
が
、
ど
う
か
。

　

後
掲
表
「『
舞
楽
手
記
』
内
容
細
目
」
に
記
す
よ
う
に
、
原
本
春
日
本

は
寄
合
書
き
で
、
前
半
の
筆
跡
を
Ａ
と
す
る
と
、
後
半
と
跋
文
の
そ
れ
が

Ｂ
と
な
る
が
、
跋
文
①
を
読
む
に
、
文
中
の
「
予
」「
愚
僧
」「
聖
宣
」
が

同
一
人
物
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
筆
者
Ｂ
は
聖
宣
と
知
ら
れ
る（

（（
（

。
ま
た
跋
文

に
、「
於
本
譜
者
成
春
福
分
畢
（
本
譜
に
於
い
て
は
春
福
の
分
に
成
し
畢

ん
ぬ
）」
と
見
え
る
か
ら
、
本
書
が
近
真
の
三
男
春
福
丸
（
真
葛
）
の
た

め
に
写
し
た
写
本
で
、「
写
本
者
故
判
官
自
筆
也
。
少
分
ハ
予
書
之
（
写

本
は
故
判
官
自
筆
な
り
。
少
分
は
予
之
を
書
く
）」
と
あ
る
か
ら
、
本
書

は
「
判
官
」
と
「
予
」
と
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。「
判

官
」
は
、
同
じ
跋
文
中
に
「
判
官
近
真
」
と
あ
る
か
ら
近
真
と
知
ら
れ
、

「
予
」
は
跋
文
の
筆
者
で
あ
る
か
ら
聖
宣
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
半

の
筆
者
Ａ
が
近
真
、
後
半
の
筆
者
Ｂ
が
聖
宣
と
理
解
さ
れ
、
春
日
本
が
近

真･

聖
宣
の
寄
合
書
き
で
、
す
な
わ
ち
両
筆
者
の
自
筆
本
に
し
て
、
春
福

丸
（
真
葛
）
の
手
に
渡
っ
た
原
本
で
あ
る
と
考
察
さ
れ
る
。
因
み
に
、
跋

文
に
よ
れ
ば
、
春
福
丸
の
た
め
に
書
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、「
春
福

分
（
春
福
の
分
）」
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
別
に
宛
て
た
「
分
」
も
あ
る

も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
後
述
の
成
立
事
情
を
勘
案
す
る
と
、
も
う
一
通
は

二
男
光
葛
宛
だ
ろ
う
か（

（（
（

。

　

平
出
説
は
、
跋
文
中
の
「
予
」
を
特
定
で
き
て
お
ら
ず
、「
写
本
者
故

判
官
自
筆
也
。
少
分
ハ
予
書
之
」（
前
出
）
を
近
真
の
自
筆
譜
を
写
し
、

そ
れ
に
「
予
」
が
加
筆
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
あ
た
ら

な
い
。
中
原
説
は
跋
文
に
誤
写
・
欠
字
の
あ
る
内
閣
文
庫
本
に
拠
っ
た
た

め
か
、
前
掲
の
「
於
本
譜
者
成
春
福
分
畢
」
部
分
を
「
於
本
ー
之
、
成
春

福
丸
分
了
」
と
読
ん
で
、
本
書
が
春
福
丸
の
た
め
に
写
さ
れ
た
も
の
で
、

近
真
と
聖
宣
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
は
理
解
さ
れ
な
か
っ
た（

（（
（

。
加
え

て
、
氏
は
春
日
本
を
調
査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
本
の
花
押
が
真
筆
で
あ
る

こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
同
本
が
原
本
と
見
ら
れ
る
こ
と
に
言
及
が
な
か
っ

た
（
（（
（

。

　

で
は
、『
手
記
』
が
『
陵
王
荒
序
』
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
と
す
る
点

に
つ
い
て
は
、
ど
う
か
。
中
原
氏
は
『
陵
王
荒
序
』
と
『
手
記
』
を
比
較

し
て
、
同
文
性
の
高
さ
か
ら
斯
く
結
論
し
て
お
ら
れ
る（

（（
（

が
、
も
と
よ
り

『
陵
王
荒
序
』
は
狛
近
真
が
陵
王
相
伝
の
勅
許
を
得
て
、
建
暦
二
年
（
一
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二
一
二
）
八
月
に
編
纂
し
た
舞
譜
で
あ
る（

（（
（

か
ら
、
息
子
に
宛
て
た
『
手

記
』
は
当
然
同
書
を
も
と
に
書
か
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

成
立

　

成
立
年
次
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
研
究
が
な
い
が
、
本
文
中
の
舞
譜

は
、
近
真
と
聖
宣
の
自
筆
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
近
真
没
の
仁
治
三
年
（
一

二
四
二
）
正
月
二
十
五
日（

（（
（

以
前
の
成
立
と
な
る
。
ま
た
、
跋
文
は
、
聖

宣
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
文
中
に
仁
治
三
年
正
月
二
十
五
日
の
近

真
死
亡
の
事
が
見
え
る
か
ら
、
跋
文
は
近
真
没
後
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も

の
と
理
解
さ
れ
、
ま
た
近
真
三
男
真
葛
を
「
春
福
丸
」
と
童
名
で
呼
ぶ
か

ら
、
跋
文
は
近
真
没
の
仁
治
三
年
正
月
二
十
五
日
以
降
、
春
福
丸
が
真
葛

と
改
名
す
る
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
四
月
五
日（

（（
（

以
前
の
執
筆
と
な
り
、

本
書
の
最
終
的
な
成
立
も
そ
の
期
間
に
求
め
ら
れ
る
。

内
容

　

原
本
春
日
本
は
、
一
軸
の
巻
子
本
で
、
破
損
・
虫
損
や
、
料
紙
の
断
ち

落
と
し
も
散
見
さ
れ
、
原
態
を
留
め
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
室
町
期
書
写

本
の
系
統
と
見
ら
れ
る
豊
家
蔵
本
や
、
江
戸
前
期
写
し
の
内
閣
文
庫
本
に

よ
っ
て
、
そ
の
闕
を
補
う
こ
と
に
な
る
（
以
上
、「
諸
本
」
項
に
後
述
）

が
、
そ
れ
ら
も
な
お
巻
首
を
欠
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
狛
近
真
編
纂
の

『
陵
王
荒
序
』
舞
譜
（
前
出
）
を
参
照
す
る
と
、
本
譜
冒
頭
は
「
乱
序
」

の
「
第
五
段
大
膝
巻
」
の
「
第
二
段
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
以
下
内
容
は
次
表
の
と
お
り
。
な
お
、
春
日
本
に
見
え
る
料
紙
の
断

ち
落
と
し
跡
は
波
線
で
示
し
、
当
該
箇
所
の
紙
数
を
注
記
し
た
。
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こ
れ
を
、『
陵
王
荒
序
』
と
比
較
す
る
と
、
同
書
に
は
「
乱
序
」
の

「
第
五
段
」
以
前
に
「
第
一
段
」
～
「
第
四
段
」
が
あ
る
が
、
本
書
に
は

見
え
な
い
。
ま
た
、
同
書
に
は
「
嗔
序
」
と
「
入
破
第
二
帖
」
と
の
間

に
、「
荒
序
」（
八
帖
）
と
「
入
破
」
の
「
第
一
帖
」
と
が
あ
る
が
、
本
書

に
は
見
当
た
ら
な
い
。
前
出
平
出
久
雄
は
本
書
（
紙
表
）
を
「
荒
序
舞

譜
」
と
し
、
福
島
和
夫
氏
は
、「
羅
陵
王
荒
序
舞
譜
」
と
し
て
お
ら
れ
る（

（（
（

が
、「
荒
序
」
は
な
い
か
ら
、「
羅
陵
王
舞
譜
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
『
手
記
』
に
見
え
な
い
記
事
の
う
ち
、「
荒
序
」
に
つ
い
て
は
、「
陵

王
」
の
構
成
（
（（
（

か
ら
推
し
て
、
右
の
表
の
「
嗔
序
」
と
「
入
破
第
二
帖
」
と

の
間
、
す
な
わ
ち
第
四
紙
と
第
五
紙
の
間
に
入
る
は
ず
で
あ
る
が
、
原
本

春
日
本
の
当
該
箇
所
の
継
ぎ
目
を
検
す
る
に
、
第
五
紙
前
半
は
筆
者
Ｂ
に

よ
っ
て
断
ち
落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、「
荒

序
」
は
、
も
と
本
書
に
あ
っ
た
が
、
意
図
的
に
削
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。「
荒
序
」
が
削
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
次
項
で
も
述
べ
る

が
、
跋
文
③
に
「
荒
序
」
は
伝
授
で
き
な
い
と
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
そ
う
し
た
理
由
で
削
ら
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
中
原
氏
は
、
本
書

に
「
荒
序
」
が
見
え
な
い
の
は
「
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
述
べ

て
お
ら
れ
る（

（（
（

が
、
氏
は
も
と
よ
り
原
本
春
日
本
を
調
査
さ
れ
て
お
ら
ず
、

料
紙
の
断
ち
落
と
し
に
も
言
及
が
な
か
っ
た
。

　

で
は
、「
乱
序
」
の
「
第
五
段
」
以
前
と
、「
入
破
」
の
「
第
一
帖
」
が

見
え
な
い
に
つ
い
て
は
、
ど
う
か
。
こ
ち
ら
は
中
原
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
（（
（

が
、
跋
文
①
に
、「
乱
序
之
中
大
膝
巻
以
前
者
、
不
書
之
。
人
皆
知
及

之
故
也
。
入
破
初
帖
又
以
不
書
之
。（
乱
序
の
う
ち
、
大
膝
巻
以
前
は
之

を
書
か
ず
。
人
皆
知
り
及
ぶ
の
故
な
り
。
入
破
の
初
帖
、
ま
た
以
つ
て
之

を
書
か
ず
）」
と
あ
る
の
で
、「
乱
序
」
の
「
第
五
段
」
以
前
は
周
知
し
て

い
る
こ
と
を
理
由
に
書
か
な
か
っ
た
と
知
ら
れ
、
ま
た
「
入
破
」
の
「
第

一
帖
」
に
つ
い
て
も
敢
え
て
書
か
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
跋
文
③
の
あ
と
の
記
す
荒
序
の
記
録
は
、『
陵
王
荒
序
』
の

「
荒
序
」
の
部
分
の
紙
背
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
内
容
で
あ
る
が
、

中
原
氏
は
そ
れ
が
「『
舞
楽
手
記
』
に
載
せ
ら
れ
た
理
由
は
明
確
で
な
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い
。
た
だ
、〔
羅
陵
王
舞
譜
〕（
※
『
陵
王
荒
序
』
を
指
す
）
裏
書
に
も
数

種
の
演
奏
記
録
が
収
載
さ
れ
る
よ
う
に
、〈
荒
序
〉
の
記
録
を
の
せ
る
こ

と
は
、
先
例
を
知
る
上
で
も
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（（
（

」
と
述

べ
て
、
記
載
さ
れ
た
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
先
例
を
知
る
の
に
必
要

で
あ
っ
た
と
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
は
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、「
荒
序
」
の

譜
が
伝
授
で
き
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
削
ら
れ
た
の
な
ら
、
そ
の
紙
背
に

記
さ
れ
て
い
た
荒
序
の
記
録
も
当
然
一
緒
に
削
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ

こ
で
、「
荒
序
」
の
記
録
は
、「
荒
序
」
の
譜
部
分
を
断
ち
落
と
し
た
の

ち
、
巻
末
に
摘
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

他
方
、
紙
背
に
は
、
本
文
と
同
じ
近
真
と
聖
宣
の
筆
に
な
る
記
事
と
、

異
筆
の
記
事
と
が
あ
る
が
、
前
者
は
本
文
の
内
容
に
対
応
し
て
お
り
、
前

出
『
陵
王
荒
序
』
の
紙
背
に
あ
る
裏
書
と
も
同
内
容
で
あ
る（

（（
（

か
ら
、
こ
ち

ら
は
裏
書
と
認
め
ら
れ
る
。
後
者
は
、
本
文
に
は
見
え
な
い
「
荒
序
」
の

舞
譜
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
本
文
（
紙
表
）
の
筆
者
Ａ
・
Ｂ
と
は
別
筆

で
、
本
文
の
「
荒
序
」
が
伝
授
で
き
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
筆
者
に
よ

っ
て
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
こ
ち
ら
の
「
荒
序
」
譜

は
後
人
が
書
き
加
え
た
も
の
か
と
推
察
さ
れ
る
。
後
人
と
は
、
こ
の
書
を

受
け
取
っ
た
人
物
、
す
な
わ
ち
真
葛
（
春
福
丸
）
の
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ

う
か
。

成
立
事
情

　

既
述
の
よ
う
に
、
本
書
の
内
容
や
筆
者
に
つ
い
て
は
、
跋
文
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
本
書
成
立
の
事
情
に
つ
い
て
も
跋
文
に

記
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
な
考
証
は
追
っ
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
い

ま
概
略
を
記
す
と
、
近
真
は
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
十
二
月
二
十
日

に
、
狛
光
則
の
子
孫
光
行
か
ら
「
荒
序
」
の
ほ
か
、「
乱
序
嗔
序
囀
大
膝

巻
小
膝
巻
等
之
説
」
を
「
不
残
一
手
習
」
っ
た
と
い
う
（
跋
文
②
）。
ま

た
翌
四
年
、
近
真
は
、
藤
原
定
輔
に
奏
聞
し
て
、「
陵
王
」
の
「
荒
序
」

は
「
当
家
重
代
之
秘
曲
」
で
あ
る
が
、
狛
光
近
の
嫡
男
光
真
は
「
荒
序
」

を
習
わ
ず
、
断
絶
の
危
機
に
あ
っ
た
た
め
、
近
真
が
光
行
に
習
い
、
こ
れ

を
継
い
だ
。
つ
い
て
は
狛
光
近
か
ら
も
習
い
た
い
と
の
由
を
奏
上
。
建
暦

二
年
（
一
二
一
二
）
四
月
八
日
、
つ
い
に
定
輔
は
勅
許
を
与
え
、
近
真
は

光
則
流
と
光
近
流
と
二
流
あ
る
「
荒
序
（
（（
（

」
の
す
べ
て
を
相
伝
す
る
こ
と
に

な
っ
た
（
以
上
跋
文
②
）。
が
、
そ
の
後
は
、
近
真
自
身
が
な
か
な
か
後

継
者
を
指
名
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
因
み
に
、
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）

の
近
真
の
著
『
教
訓
抄
』
序
に
は
、「
一
両
ノ
息
男
ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、

道
ニ
ス
カ
ズ
シ
テ
徒
ニ
ア
カ
シ
ク
ラ
ス
事
、
宝
山
ニ
イ
リ
テ
、
手
ヲ
ム
ナ

シ
ク
シ
テ
イ
デ
ナ
ム
ト
ス
。
甚
愁
嘆
無
極
者
ナ
リ（

（（
（

」
と
見
え
、
息
男
あ
っ

た
が
、
い
ず
れ
も
楽
の
道
に
「
好
か
ず
」
と
い
う
か
ら
、
後
継
者
指
名
を

固
辞
し
た
の
は
、
そ
の
た
め
も
あ
っ
た
か
と
察
せ
ら
れ
る
。
続
い
て
跋
文

③
に
は
、
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
正
月
十
五
日
頃
よ
り
、
近
真
の
病
状

が
悪
化
し
た
た
め
、
聖
宣
の
説
得
で
、
二
男
光
葛
、
三
男
真
葛
に
「
陵

王
」
の
最
秘
事
で
あ
る
「
荒
序
」
を
「
伝
授
」
し
た
と
あ
る
。
だ
が
、
近

真
は
五
日
後
の
二
十
五
日
に
は
亡
く
な
り
、
没
後
は
聖
宣
が
代
わ
っ
て
二
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人
の
息
子
に
「
荒
序
」
を
教
授
し
た
、
と
も
あ
る
（
跋
文
③
）
か
ら
、
近

真
か
ら
の
「
伝
授
」
は
完
遂
し
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、

聖
宣
が
代
わ
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る（

（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
跋
文
③
の
末
尾

は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　

�

荒
序
以
下
秘
曲
云
、
大
鼓
鞨
鼓
之
説
云
、
当
家
甚
深
之
故
実
、
心
之

所
及
、
雖
欲
授
渡
、
光
葛
者
、
不
入
心
而
、
期
明
日
。
春
福
者
、
少

年
而
、
無
其
弁
。
愁
嘆
如
何
。
願
蒙
三
宝
大
明
神
御
冥
助
、
延
十
年

之
寿
命
、
必
欲
継
舞
楽
之
秘
事
。
若
所
願
無
僻
事
者
、
柱（

枉
カ
）可

蒙
神
感

矣�

（
聖
宣
花
押
）

　
　

�（
書
き
下
し
）
荒
序
以
下
の
秘
曲
と
云
い
、
大
鼓･

鞨
鼓
の
説
と
云

い
、
当
家
甚
深
の
故
実
、
心
の
及
ぶ
と
こ
ろ
は
、
授
け
渡
さ
ん
と
い

え
ど
も
、
光
葛
は
心
に
入
ら
ず
し
て
、
明
日
に
期
す
。
春
福
は
、
少

年
に
し
て
其
の
弁
無
し
。
愁
嘆
、
如
何
。
願
わ
く
ば
、
三
宝
大
明
神

の
御
冥
助
を
蒙
り
、
十
年
の
寿
命
を
延
ば
し
、
必
ず
舞
楽
の
秘
事
を

継
が
さ
ん
と
す
。
若
し
願
う
と
こ
ろ
僻
事
無
く
ば
枉
げ
て
神
感
を
蒙

る
べ
し
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
荒
序
以
下
の
秘
曲
」
や
「
大
鼓･

鞨
鼓
の
説
」
な

ど
「
当
家
甚
深
の
故
実
」
は
、「
心
の
及
ぶ
と
こ
ろ
は
、
授
け
渡
さ
ん
と

い
え
ど
も
、
光
葛
は
心
に
入
ら
ず
し
て
、
明
日
に
期
す
。
春
福
は
、
少
年

に
し
て
其
の
弁
無
し
（
気
持
ち
は
伝
授
し
て
や
り
た
い
と
は
思
う
が
、
光

葛
は
気
持
ち
が
入
っ
て
お
ら
ず
、
将
来
に
期
す
こ
と
に
す
る
。
春
福
丸
は

少
年
で
あ
る
か
ら
、
い
う
ま
で
も
な
い
）」
と
あ
る
か
ら
、
結
局
ま
だ
伝

授
で
き
な
い
と
い
う
意
に
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
は
三
男
真
葛
の

た
め
に
近
真
と
聖
宣
と
が
写
し
た
「
陵
王
」
の
舞
譜
で
あ
っ
た
が
、「
荒

序
」
ほ
か
の
秘
曲
に
つ
い
て
、
譜
を
伝
授
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
本

書
か
ら
荒
序
が
削
ら
れ
た
の
は
そ
の
た
め
か
と
解
さ
れ
る
が
、
跋
文
①
に

は
「
聖
宣
死
亡
之
後
者
、
可
遣
春
福
之
許
（
聖
宣
死
亡
の
後
は
、
春
福
の

許
へ
遣
は
す
べ
し
）」
と
あ
っ
て
、
聖
宣
の
没
後
は
こ
の
譜
を
春
福
丸

（
真
葛
）
に
「
遣
わ
す
」
よ
う
に
と
も
書
い
て
い
る
か
ら
、
真
葛
に
は

「
荒
序
」
を
除
く
「
陵
王
」
の
舞
譜
を
渡
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　
「
陵
王
」
の
「
荒
序
」
は
狛
氏
相
伝
の
曲
で
あ
っ
た
が
、
詮
ず
る
と
こ

ろ
、
近
真
の
代
に
は
光
近
流
と
光
則
流
と
二
流
あ
っ
て
、
近
真
は
こ
の
二

流
を
継
承
し
た
。
そ
こ
で
近
真
は
、
聖
宣
と
と
も
に
二
男
光
葛
、
三
男
真

葛
の
た
め
に
「
陵
王
」
の
舞
譜
を
書
写
し
た
が
、
二
人
が
凡
庸
で
あ
っ
た

た
め
譜
の
伝
授
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
聖
宣
が
跋
文
を
書
き
、
か

つ
は
「
荒
序
」
部
分
を
断
ち
落
と
し
て
、
自
分
の
死
後
、
一
通
は
真
葛
の

許
へ
遣
わ
す
よ
う
遺
言
し
た
。
結
果
、
生
ま
れ
た
の
が
本
書
で
あ
っ
た
と

い
え
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
荒
序
」
ほ
か
の
秘
曲
の
譜
が
、
近
真
没

後
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
か
、
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
貴
重
で
あ
る
と
い
え
る
。

伝
来

　

春
日
本
は
狛
近
真
と
聖
宣
の
自
筆
原
本
と
見
ら
れ
、
近
真
三
男
真
葛
に
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伝
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
社
所
蔵
の
『
楽
所
補
任
』・『
舞

楽
古
記
』
も
原
本
と
見
ら
れ（

（（
（

、
前
者
に
つ
い
て
は
未
検
討
だ
が
、
後
者
は

近
真
か
ら
真
葛
を
経
て
、
そ
の
男
季
真
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
だ
か
ら
、
春
日
社
の
「
春
日
楽
書
」
は
、
真
葛
の
家
に
伝
わ
っ
た
も

の
な
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。
結
論
は
今
後
他
の
「
春
日
楽

書
」
も
検
討
し
て
か
ら
に
す
る
が
、
こ
れ
ら
春
日
社
の
「
春
日
楽
書
」
の

伝
来
に
つ
い
て
は
、
福
島
和
夫
・
宮
崎
和
廣
両
氏
に
言
及
が
あ
る
も
の

の
、
明
ら
か
で
な
い
部
分
も
あ
る（

（（
（

。
詳
し
く
は
別
の
機
会
に
論
じ
る
こ
と

と
す
る
が
、
少
し
く
手
が
か
り
を
示
せ
ば
、
昭
和
七
年
に
春
日
社
が
編
纂

し
た
『
春
日
神
社
記
録
目
録
』
に
は
、「
春
日
楽
書
」
の
伝
来
を
次
の
よ

う
に
記
す
。

　
　

�

当
楽
所
補
任
弐
巻
附
属
楽
書
五
巻
ハ
奈
良
方
楽
所
ヨ
リ
社
家
ニ
伝
ヘ

再
転
シ
テ
興
福
寺
々
務
一
乗
院
ニ
ア
リ
シ
ガ
明
治
維
新
ノ
変
革
ニ
依

リ
再
転
シ
テ
民
間
ニ
落
チ
京
都
市
山
田
茂
助
ヨ
リ
明
治
二
十
九
年
十

一
月
末
購
得
之
巻
物
ニ
作
ル（

（（
（

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
初
は
奈
良
方
楽
所
よ
り
春
日
社
々
家
に
伝
え
ら
れ

た
も
の
で
、
そ
の
後
興
福
寺
一
乗
院
へ
移
り
、
明
治
維
新
後
は
民
間
に
流

出
。
山
田
茂
助
よ
り
再
び
春
日
社
へ
納
め
ら
れ
る
と
い
う
経
路
を
辿
っ
た

と
知
ら
れ
る
。
明
治
二
十
九
年
に
購
入
後
、
巻
物
に
作
る
と
も
あ
る
が
、

そ
れ
は
『
手
記
』
の
修
補
奥
書
の
明
治
三
十
年
修
補
と
い
う
年
紀
（
前

述
）
と
も
齟
齬
し
な
い（

（（
（

。

　

明
治
維
新
前
後
の
こ
と
は
い
く
ら
か
明
ら
か
に
な
る
が
、
江
戸
期
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
。
前
出
『
記
録
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
維
新
直
前
に
は
興
福

寺
一
乗
院
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、『
群
書
類
従
』
巻
第
四
十

七
に
収
録
す
る
『
楽
所
補
任
』
の
奥
書
に
、

　
　

�

正
本
者
巻
本
ニ
テ
御
座
候
。
右
之
補
任 

永
久
元
年
御
座
候
裏
如
右

御
座
候
間
。
此
所
ニ
書
入
申
候
。

　
　

延
宝
八
庚
申
十
二
月
廿
日
書
写
之
畢

　
　
　
　
　

正
本
奈
良
春
日
之
御
蔵
在
之　

太
秦
昌
倫（

（（
（

と
見
え
、
原
本
（「
正
本
」）
は
延
宝
八
年
に
は
春
日
社
の
「
御
蔵
」
に
あ

っ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。
寛
文
年
間
の
写
し
と
い
う
平
出
久
雄
所
蔵
の

『
楽
所
補
任
』
奥
書
に
も
、

　
　

右
之
楽
書
者
自
春
日
社
本
談
義
屋
出
（
後
略
（
（（
（

）

と
あ
っ
て
、
江
戸
前
期
に
は
春
日
社
本
談
義
屋
に
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。
ま
た
、
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
に
蔵
す
る
窪
家
旧
蔵

の
『
楽
所
補
任
』
一
冊
（
寛
文
年
間
の
写
か
）
に
も
、

　
　

此
一
冊
者
南
都
春
日
本
談
儀
屋
ニ
有
之
（
後
略
（
（（
（

）

と
見
え
て
、
や
は
り
原
本
は
こ
の
こ
ろ
春
日
社
本
談
義
屋
に
あ
っ
た
。
前

述
の
宮
崎
氏
に
よ
れ
ば
、
本
談
義
屋
は
江
戸
後
期
の
寛
政
三
年
（
一
七
九

一
）
に
は
興
福
寺
・
春
日
社
一
帯
を
焼
く
大
火
事
で
焼
け
た（

（（
（

と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
明
治
維
新
前
夜
に
は
興
福
寺
一
乗
院
に
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、

本
談
義
屋
焼
失
前
後
に
移
管
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か（

（（
（

。

　

繰
り
返
す
よ
う
に
、
江
戸
前
期
に
は
春
日
社
本
談
義
屋
に
あ
っ
た
と
知

ら
れ
る
が
、
拙
稿
「『
舞
楽
古
記
』
概
論
」
に
も
述
べ
た（

（（
（

よ
う
に
、『
細
々
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要
記
抜
書
』
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
六
月
条
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が

見
出
さ
れ
て
、
注
意
さ
れ
る
。

　
　

�
九
日
。
荒
序
譜
社
頭
本
談
義
経
蔵
ニ
奉
納
。
櫃
一
合
分
也
。
其
状

云
。

　
　

奉
納　

春
日
社
御
庫
。

　
　
　

伶
人
狛
真
村
先
祖
相
伝
。
陵
王
荒
序
秘
曲
文
書
等
。

　
　
　
　

合
櫃
壱
合
封
閉
納

之
者
。　

　
　

�

右
文
書
者
、
季
真
判
官
嫡
孫
真
村
、
件
秘
曲
禀
二
祖
父
真
伝
一
、
雖
レ

令
二
相
伝
一
、
代
々
跡諸

書
、
多
年
之
間
、
以
二
今
此
文
書
等
一
、
奉
レ

預
二
逆
修
坊
故
律
師
御
坊
。
其
身
止–
二
住
田
舎
一
、
当
道
之
稽
古
、
忌

其
勤
之
間
、
一
流
之
秘
曲
、
忽
欲
レ
絶
矣
。
仍
故
律
師
遺
命
曰
、
真

村
以
二
今
文
書
一
、
為
二
質
物
一
。
春
日
神
物
、
多
以
借
用
。
如
レ
今

者
。
返
弁
無
二
其
期
一
、
恡※

□
更
無
二
其
詮
一
。
後
代
用
捨
、
偏
奉
レ

任
二
神
慮
一
。
早
可
レ
奉–

二
納
社
庫
一
云
云
。
然
而
猶
付
レ
貽
二
余
執
一
、

聊
加
二
斟
酌
一
、
送
二
年
序
一
訖
。
於
レ
今
者
、
真
村
同
承
諾
之
間
、

任
二
故
律
師
御
遺
言
一
、
一
流
之
譜
并
文
書
、
悉
封–

二
閉
之
一
所
レ
奉–
二

納
春
日
社
御
庫
一
之
状
、
如
レ
件
。

　
　
　
　

至
徳
二
年
五
月
六
日　

戒
和
上
禅
実
在
判

　
　
　
　
　
（
私
に
句
読
点･

返
点
を
改
め
る
。
※
は
「
悋
嗇
」
の
意
か
（
（（
（

）

　

狛
真
村
が
代
々
の
「
陵
王
荒
序
秘
曲
文
書
等
」
を
春
日
社
「
本
談
義
経

蔵
」（
本
談
義
屋
内
の
経
蔵
（
（（
（

）
に
奉
納
す
る
い
き
さ
つ（

（（
（

が
語
ら
れ
て
い
る

が
、
真
村
は
狛
季
真
の
孫
で
、『
手
記
』
が
与
え
ら
れ
た
真
葛
（
春
福

丸
）
は
曽
祖
父
に
あ
た
る（

（（
（

。
音
楽
の
継
承
は
、
真
葛
か
ら
季
真
、
真
村
へ

と
続
い
た（

（（
（

の
で
あ
る
が
、『
手
記
』
が
、
近
真
、
聖
宣
の
手
よ
り
真
葛
に

伝
え
ら
れ
た
の
な
ら
、
そ
れ
は
当
然
季
真
、
真
村
と
代
々
伝
え
ら
れ
た
は

ず
で
、
こ
う
し
て
真
村
が
所
持
し
て
い
た
楽
書
と
と
も
に
奉
納
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
本
談
義
屋

に
留
め
置
か
れ
て
、
そ
の
後
興
福
寺
一
乗
院
、
民
間
の
手
を
経
て
、
今
日

に
ま
で
伝
存
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
い
う

「
陵
王
荒
序
秘
曲
文
書
等
」
の
一
部
が
、
春
日
社
に
所
蔵
の
「
春
日
楽

書
」
な
の
で
は
な
い
の
か
。
結
論
は
残
る
他
の
「
春
日
楽
書
」
を
も
検
討

し
て
か
ら
に
す
る
が
、
そ
れ
な
ら
春
日
社
の
「
春
日
楽
書
」
の
伝
来
が
明

ら
か
に
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
「
春
日
楽
書
」
と
仮
称
し
て
も
不
都
合
は

生
じ
な
い（

（（
（

こ
と
に
な
る
。

諸
本

　

福
島
和
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
原
本
春
日
本
の
紙
表
の
写
し
が
、
内
閣
文

庫
、
田
安
徳
川
家
に
各
一
本
、
同
本
紙
背
の
写
し
が
内
閣
文
庫
、
田
安
徳

川
家
、
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
窪
家
旧
蔵
書
中
に
各
一
本

が
伝
わ
る
と
の
こ
と
で
あ
る（

（（
（

が
、
紙
背
の
写
し
と
い
わ
れ
る
諸
本
は
い
ず

れ
も
内
容
が
異
な
り
、
ま
っ
た
く
の
別
の
本
と
見
ら
れ
る（

（（
（

。
ま
た
、
紙
表

の
写
し
に
は
そ
の
ほ
か
に
伊
達
文
庫
蔵
本
が
あ
る
こ
と
を
、
櫻
井
利
佳
氏

が
指
摘
さ
れ（

（（
（

、
中
原
氏
が
内
閣
、
田
安
、
伊
達
の
各
本
の
解
題
を
記
し
て

お
ら
れ
る（

（（
（

。
こ
の
ほ
か
に
、
原
本
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
豊
氏
本
家
蔵
の
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二
本
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
春
日
本
の
写
し
は
、
本
文
の
み
で
原
本
の

紙
背
の
写
し
は
管
見
に
及
ば
ず
、
い
ま
確
認
で
き
た
の
は
次
の
五
本
。

　
　

①
豊
家
本
家
蔵
『
荒
序
』

　
　

②
同
『
荒
序
舞
譜
』

　
　

③
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』

　
　

④
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
田
安
徳
川
家
蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』

　
　

⑤
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』

　

い
ず
れ
も
江
戸
期
の
書
写
本
で
あ
る
が
、
①
は
享
徳
二
年
（
一
四
五

三
）
豊
原
重
秋
の
奥
書
が
あ
り
、
こ
の
中
で
は
も
っ
と
も
古
い
年
紀
を
有

す
る
伝
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
乱
序
」
す
べ
て
を
欠
き
、
跋
文
の
順
序

が
他
と
異
な
る
。
②
は
、
③
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
、
春
日
本
の
欠
損
部
分
を

有
し
、
内
閣
文
庫
本
に
比
し
て
欠
字･

誤
写
が
少
な
く
、
校
本
と
し
て
貴

重
で
あ
る
。
③
は
、
内
閣
文
庫
に
蔵
す
る
「
楽
書
部
類
」
二
十
二
冊
の
う

ち
の
一
冊
で
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
の
書
写
奥
書
を
有
す
る
。
ま
ま

欠
字･

誤
写
が
見
ら
れ
る
が
、
原
本
春
日
本
と
は
行
取
り
を
同
じ
く
す

る
。
④
は
田
安
家
に
蔵
す
る
『
二
十
二
部
楽
書
』
の
一
冊
で
、
⑤
は
、
伊

達
文
庫
の
『
楽
書
』
二
十
冊
の
一
冊
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
③
の
転
写
本

で
あ
る
。
な
お
、
各
本
の
書
誌
と
諸
本
間
の
関
係
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は

別
稿
（
（（
（

を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　

三　

翻
刻
の
方
法

　

既
述
の
よ
う
に
、
春
日
本
は
原
本
で
あ
る
も
の
の
欠
損
が
あ
る
か
ら
、

後
掲
の
翻
刻
で
は
、
前
章
「
諸
本
」
項
に
挙
げ
た
諸
本
の
う
ち
、
比
較
的

善
本
と
見
ら
れ
る
②
③
を
も
っ
て
、
そ
の
闕
を
補
う
こ
と
に
す
る
。
ま

た
、
行
取
り
は
③
が
原
本
に
即
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
従
う
。
た
だ

し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
②
③
は
冒
頭
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
狛
近
真
編
纂

と
見
ら
れ
る
舞
譜
『
陵
王
荒
序
』（
前
出
）
を
も
っ
て
、
そ
の
闕
を
指
摘

し
、
か
つ
は
異
同
も
適
宜
傍
書
な
い
し
は
補
注
を
施
し
て
示
す
こ
と
に
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
同
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
そ
の
一
端
を
指
摘
で
き
る

も
の
と
推
察
す
る
。

　

ま
た
、
紙
背
に
つ
い
て
は
、『
陵
王
荒
序
』
と
同
内
容
の
裏
書
が
あ
る

か
ら
、
こ
ち
ら
も
同
書
と
の
対
応
関
係
を
翻
刻
中
に
注
記
し
、
異
同
も
適

宜
注
記
す
る
こ
と
に
す
る
。�

（
二
〇
〇
九
年
九
月
三
十
日
、
神
田
稿
）

　

付
記
、
こ
の
解
題
と
翻
刻
と
を
成
す
に
あ
た
り
、
春
日
大
社
の
松

村
和
歌
子
氏
、
な
ら
び
に
秋
田
真
吾
氏
に
は
格
別
の
御
配
慮
を
賜
っ

た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
本
稿
は
『
雅
楽
資
料
集
』
第
二
輯
、
な
い
し
は

第
三
輯
に
掲
載
す
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
七

年
四
月
以
降
二
年
近
く
に
わ
た
っ
て
病
臥
す
る
こ
と
と
な
り
、
多
く

の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
と
く
に
「
春
日
楽
書
」
を
共
同

で
調
査
し
た
櫻
井
利
佳
氏
、
岸
川
佳
恵
氏
、
川
野
辺
綾
子
氏
ら
に
は
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申
し
開
き
も
で
き
な
い
。
櫻
井
氏
が
『
雅
楽
資
料
集
』
第
二
輯
に
載

せ
た
『
楽
記
』
の
解
題
の
中
で
、「
春
日
楽
書
」
に
関
す
る
先
行
研

究
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
っ
た
が
、
も
と
は
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
筆
者

が
書
く
担
当
で
、
櫻
井
氏
に
は
ご
無
理
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
共
同

で
閲
覧
し
て
か
ら
、
は
や
三
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
当

初
と
比
べ
、「
春
日
楽
書
」
に
対
す
る
考
え
方
も
変
わ
っ
た
。「
春
日

楽
書
」
の
概
論
は
、
必
ず
追
っ
て
報
告
す
る
こ
と
を
お
約
束
す
る
。

　

な
お
、
本
稿
は
翻
刻
に
合
わ
せ
た
解
題
で
あ
り
、
紙
幅
が
限
ら
れ

て
い
る
か
ら
、
細
か
い
考
証
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
諸
本

に
関
す
る
考
証
は
、
拙
稿
「
春
日
大
社
蔵
『
舞
楽
手
記
』
検
証

─

『
舞
楽
手
記
』
諸
本
考

─
」（
本
誌
掲
載
）
に
述
べ
た
か
ら
、
そ
ち

ら
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
編
者
、
成
立
の
問
題
に
か
か
わ
る
跋
文
の

考
証
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
追
っ
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の

と
こ
ろ
を
ど
う
か
お
許
し
願
い
た
い
。�
（
神
田
）

注（
１
）　
『
楽
所
補
任
』（
上
下
二
巻
）、『
高
麗
曲
』、『
輪
台
詠
唱
歌
外
楽
記
』、　

『
舞
楽
古
記
』、『
楽
記
』、『
舞
楽
手
記
』
の
七
巻
。
春
日
社
に
蔵
す
る
こ

と
か
ら
、「
春
日
楽
書
」
と
も
通
称
す
る
。
な
お
、
国
の
重
要
文
化
財
指

定
名
称
は
、「
紙
本
墨
書
楽
所
補
任
」
二
巻
、
及
び
「
紙
本
墨
書
楽
書
」

五
巻
。

（
２
）　

福
島
和
夫
が
『
日
本
古
典
音
楽
文
献
解
題
』（
岸
辺
成
雄
博
士
古
稀
記

念
出
版
委
員
会
編
、
講
談
社
、
一
九
八
七
年
九
月
刊
）
の
「
春
日
楽
書
」

項
（
七
六
頁
）
に
、「
い
ず
れ
も
資
料
価
値
は
極
め
て
高
い
。
文
献
学
的

調
査
研
究
と
本
文
整
理
が
待
望
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

（
３
）　
『
雅
楽･

声
明
資
料
集
』
第
二
輯
（
二
松
学
舎
大
学
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ

Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
世
日
本
漢
文
班
編
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
刊
、
二
〇

〇
七
年
三
月
）
に
、
櫻
井
利
佳
「
春
日
大
社
蔵
〔
楽
記
〕
に
つ
い
て　

付
、
紙
背
〔
打
物
譜
〕
翻
刻
」、
及
び
櫻
井
利
佳･

岸
川
佳
恵･

神
田
邦

彦･

川
野
辺
綾
子
「〔
楽
記
〕
翻
刻
」
を
、『
雅
楽
資
料
集
』
第
三
輯
（
編

者･

刊
行
者
同
前
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
に
、
櫻
井
利
佳
「
春
日
大
社
蔵

〔
高
麗
曲
〕
翻
刻
」
を
、『
同
』
第
四
輯
（
編
者･

刊
行
者
同
前
、
二
〇
〇

九
年
三
月
）
に
、
拙
稿
「
春
日
大
社
蔵
『
舞
楽
古
記
』
概
論
」、
及
び
岸

川･

神
田
「
春
日
大
社
蔵
『
舞
楽
古
記
』
翻
刻
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
。

（
４
）　
「
春
日
大
社
蔵
『
舞
楽
手
記
』
検
証―

『
舞
楽
手
記
』
諸
本
考―

」（『
日

本
漢
文
学
研
究
』
第
五
号
、
二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
文
教
育
研
究
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）。

（
５
）　

鎌
倉
時
代
前
期
、
狛
氏
の
楽
人･

舞
人
。
一
一
七
七
～
一
二
四
二
年
。

『
教
訓
抄
』
十
巻
な
ど
を
著
し
た
。

（
６
）　

鎌
倉
時
代
前
期
の
興
福
寺
内
梵
音
。
生
没
年
未
詳
。
声
明
家
と
し
て
聞

こ
え
、『
声
明
集
』、『
伽
陀
集
』、『
舞
楽
府
合
抄
』
な
ど
を
著
す
。
福
島

和
夫
氏
の
「
狛
近
真
の
臨
終
と
順
良
房
聖
宣
」（
旧
題
「
狛
近
真
の
臨
終

と
聖
宣
」、『
古
代
文
化
』
第
三
十
四
巻
第
十
一
号
、（
財
）
古
代
学
協
会
、

一
九
八
二
年
十
一
月
）、
同
「
中
世
音
楽
史
と
興
福
寺　

―

順
良
房
聖
宣

覚
書
ほ
か―

」、『
興
福
』
第
五
十
号
、
興
福
寺
刊
、
一
九
八
五
年
十
二

月
）
に
研
究
が
あ
る
。

（
７
）　

鎌
倉
時
代
前
期
の
楽
人
・
舞
人
。
も
と
近
葛
、
の
ち
に
真
葛
と
改
め

る
。
一
二
三
二
～
八
八
年
。

（
８
）　

巻
末
の
紙
背
に
「
明
治
三
十
年
十
二
月
修
補
之
／
官
幣
大
社　

春
日
神
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社
（
朱
印
「
春
日
神
／
社
之
印
」）」
と
あ
り
、
本
紙
は
間
剥
ぎ
し
て
表
裏

に
分
か
ち
、
間
に
別
紙
を
入
れ
て
貼
り
合
わ
せ
て
あ
る
。
ま
た
、
軸
、
表

紙
等
も
後
補
で
あ
る
。
な
お
、
書
誌
の
詳
細
は
注
４
の
論
文
を
参
照
。

（
９
）　

平
出
久
雄
「
豊
氏
本
家
蔵
書
目
録 

第
三
輯 

楽
譜
目
録･

第
四
輯 

遺
墨

･

雑
書
目
録
（
器
物
目
録
）」（
多
忠
雄
編
『
楽
道
撰
書
』
第
七
巻
、
楽
道

撰
書
刊
行
会
、
一
九
四
三
年
十
二
月
、）、
二
〇
頁
の
「
33
．
荒
序
舞
譜
」

項
に
「
狛
近
真
著
」、「
陵
王
荒
序
ノ
古
譜
ヲ
写
セ
ル
モ
ノ
。
文
中
近
真
ノ

自
筆
譜
ヲ
写
シ
少
シ
ク
「
予
」（
何
人
カ
不
詳
）
加
筆
シ
タ
ル
由
ミ
ユ
」

と
あ
る
。
こ
の
「
荒
序
舞
譜
」
は
後
述
の
「
諸
本
」
項
に
述
べ
る
「
①
豊

氏
本
家
蔵
『
荒
序
』」
で
、
春
日
本
の
写
し
の
系
統
の
一
本
で
あ
る
。

（
10
）　

中
原
香
苗
氏
の
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
陵
王
荒
序
』
考―

―

『
教
訓

抄
』
と
の
関
係
に
つ
い
て―

―

」（
池
上
洵
一
編
『
論
集　

説
話
と
説
話

集
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年
五
月
）
に
研
究
が
、
同
氏
の
「
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
〔
羅
陵
王
舞
譜
〕―

―

解
題
と
翻
刻―

―
」（『
日
本
伝
統
音
楽
研

究
』
第
一
号
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二

〇
〇
四
年
三
月
）
に
解
題
と
翻
刻
が
あ
る
。
な
お
、
中
原
氏
は
前
者
と
次

注
11
の
論
文
で
は
、『
陵
王
荒
序
』
を
「
羅
陵
王
舞
譜
」
と
呼
ん
で
お
ら

れ
る
が
、
書
陵
部
で
の
登
録
書
名
は
「
陵
王
荒
序
」
で
あ
る
か
ら
、
本
稿

で
は
こ
ち
ら
に
従
う
。
ま
た
、
こ
の
譜
に
つ
い
て
は
、
注
３
の
拙
稿
「
春

日
大
社
蔵
『
舞
楽
古
記
』
概
論
」
に
も
述
べ
た
。

（
11
）　
「
秘
伝
の
相
承
と
楽
書
の
生
成
（
１
）―

〔
羅
陵
王
舞
譜
〕
か
ら
『
舞

楽
手
記
』
へ―

」、『
詞
林
』
第
四
十
四
号
、
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研

究
会
編･

刊
行
、
二
〇
〇
八
年
十
月
。

（
12
）　

跋
文
①
の
末
尾
に
「
聖
宣
死
亡
之
後
者
、
可
遣
春
福
之
許
（
聖
宣
死
亡

の
後
は
、
春
福
の
許
へ
遣
は
す
べ
し
）」
と
あ
り
、
聖
宣
の
死
亡
後
に
は

本
譜
を
春
福
丸
（
真
葛
）
の
も
と
に
遣
わ
す
よ
う
、
言
い
遺
し
て
い
る
か

ら
、
跋
文
の
筆
者
は
聖
宣
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
跋
文
③
に
、

近
真
が
二
男
光
葛
と
三
男
真
葛
に
荒
序
を
教
え
る
場
面
が
記
さ
れ
る
が
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
物
に
つ
い
て
は
、「
聖
宣
之
外
妻
女
（
近
真
妻
）

并
左
近
将
監
近
継
許
者
」
と
あ
り
、
荒
序
伝
授
の
場
面
を
記
録
で
き
た
の

は
こ
の
三
人
の
ほ
か
に
い
な
い
こ
と
。
ま
た
荒
序
譜
に
つ
い
て
知
る
者
は

近
真
の
ほ
か
に
「
聖
宣
一
人
知
此
一
（
聖
宣
一
人
、
こ
れ
を
知
る
）」
と
あ

り
、
跋
文
①
で
本
譜
は
「
少
分
ハ
予
書
之
（
少
分
は
予
こ
れ
を
書
く
）」

と
あ
る
か
ら
、
荒
序
譜
を
書
け
た
の
は
近
真
の
ほ
か
に
聖
宣
し
か
い
な
い

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
跋
文
の
筆
者
は
聖
宣
と
見
ら
れ

る
。
注
６
の
福
島
氏
の
論
文
「
狛
近
真
の
臨
終
と
順
良
房
聖
宣
」
に
既
に

指
摘
が
あ
る
が
、
聖
宣
は
そ
の
著
『
舞
楽
府
合
抄
』
序
文
に
、「
近
真
去

仁
治
三
年
正
月
廿
五
日
逝
去
之
後
、
自
寺
家
蒙
仰
、
守
護
彼
遺
書
日
記
等

（
近
真
、
去
る
仁
治
三
年
正
月
廿
五
日
逝
去
の
後
、
寺
家
よ
り
仰
せ
を
蒙

り
、
彼
の
遺
書
・
日
記
等
を
守
護
す
）」
と
記
す
か
ら
、
近
真
の
死
後
、

彼
は
近
真
が
残
し
た
文
書
類
を
預
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
春

日
社
に
蔵
す
る
『
輪
台
詠
唱
歌
外
楽
記
』
中
の
「
輪
台
青
海
波
」
の
譜
の

奥
書
に
「
仁
治
三
年
五
月　

日
譲
賜
狛
春
福
丸
了
在
判
／
此
判
ハ
故
順
良

房
（
※
聖
宣
）
判
」
と
見
え
て
、
近
真
が
没
し
た
の
ち
の
仁
治
三
年
（
一

二
四
二
）
五
月
、
聖
宣
は
春
福
丸
（
真
葛
）
に
輪
台
青
海
波
の
譜
を
譲
る

内
容
の
奥
書
を
書
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
聖

宣
は
近
真
の
死
後
、
彼
の
遺
し
た
楽
譜
等
の
守
護
を
命
じ
ら
れ
、
か
つ
は

春
福
丸
な
ど
近
真
の
息
子
の
後
見
人
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
推
察

さ
れ
る
。

（
13
）　

光
葛
宛
の
陵
王
の
舞
譜
は
現
存
を
確
認
で
き
な
い
が
、
跋
文
③
に
、

「
授
荒
序
於
光
葛
并
春
福
丸
二
人
子
息
畢
」
と
あ
る
か
ら
、
近
真
か
ら
の

荒
序
の
伝
授
は
、
二
男
光
葛
と
三
男
春
福
丸
（
真
葛
）
に
行
わ
れ
た
と
知

ら
れ
、
ま
た
跋
文
①
に
も
「
故
判
官
近
真
去
正
月
廿
五
日
早
世
之
後
者
陵

王
荒
序
事
披
譜
向
テ
春
福
并
光
葛
等
授
読
様
了
」
と
あ
っ
て
、
近
真
没
後
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も
聖
宣
が
光
葛
と
真
葛
と
に
陵
王
の
荒
序
に
つ
い
て
指
導
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
事
実
、
公
の
場
に
お
い
て
は
、
真
葛
の
み
な
ら
ず
、
二
男
光
葛

も
荒
序
を
舞
っ
て
お
り
（『
體
源
抄
』
十
三
所
載
「
代
々
公
私
荒
序
所
作

事
」
に
記
録
あ
り
）、
狛
の
楽
統
を
継
い
だ
の
は
真
葛
の
ほ
か
に
光
葛
が

い
た
。
し
た
が
っ
て
、
陵
王
の
舞
譜
は
真
葛
（
春
福
丸
）
の
ほ
か
、
光
葛

に
も
与
え
ら
れ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
近
真
・
聖
宣
か
ら
荒
序
を
習
っ

た
の
が
二
人
で
あ
っ
た
た
め
に
、
近
真
没
後
は
光
葛
家
と
真
葛
家
が
対
立

す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
は
、
東
儀
鉄
笛
が
『
日
本
音
楽
史
考
』
第
四
期

鎌
倉
時
代
の
音
楽
、
七 
楽
舞
の
継
承
第
一
に
指
摘
し
て
い
る
（『
雅
楽
資

料
集
』
第
四
輯
、
二
松
学
舎
大
学
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
世

日
本
漢
文
班
編
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
二
九
七
～
九
九
頁
）。
因
み
に
、

光
葛
の
男
朝
葛
の
『
掌
中
要
録
秘
曲
』
所
載
の
荒
序
譜
に
、「
承
元
三
年

十
二
月
廿
日
伝
之
証
人
聖
宣
在
判
」（『
続
群
書
類
従
』
巻
第
五
百
三
十
、

第
十
九
輯
上
、
四
三
五
頁
）
と
い
う
聖
宣
の
奥
書
が
あ
る
か
ら
、
こ
ち
ら

は
聖
宣
か
ら
光
葛
の
手
を
経
て
、
朝
葛
に
渡
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も

あ
り
、
近
真
相
伝
の
譜
を
手
に
入
れ
た
の
は
真
葛
一
人
で
は
な
か
っ
た
も

の
と
解
さ
れ
る
。

（
14
）　

注
11
の
論
文
、
七
二
頁
上
段
。

（
15
）　

注
11
の
論
文
、
六
七
頁
上
段
。

（
16
）　

注
11
の
論
文
、
六
九
頁
上
段
～
七
五
頁
下
段
に
、『
陵
王
荒
序
』
と
『
手

記
』
を
比
較
、
検
討
し
て
お
ら
れ
る
。

（
17
）　

奥
書
に
「
建
暦
二
年
八
月
十
日
笛
家
惟
季
清
延
相
伝
譜
等
、
以
口
伝
令

書
写
畢
後
代
秘
物
也
正
六
位
上
行
左
近
衛
将
監
狛
宿
祢
在
判
」
と
あ
る
。

な
お
、「
書
写
」
と
あ
る
か
ら
、
建
暦
二
年
が
こ
の
譜
の
成
立
年
に
は
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
も
あ
ろ
う
が
、「
相
伝
の
譜
な
ら
び

に
口
伝
を
以
つ
て
書
写
せ
し
め
畢
ん
ぬ
」
と
あ
る
か
ら
、「
書
写
」
は
「
転

写
」
の
意
で
は
な
く
、「
相
伝
の
楽
譜
や
口
伝
を
用
い
て
書
き
記
し
た
」

と
い
う
ほ
ど
の
意
味
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
18
）　
『
楽
所
補
任
』
下
巻
、
同
年
条
に
よ
る
。

（
19
）　
『
楽
所
補
任
』
下
巻
、
同
年
条
に
よ
る
。

（
20
）　

注
９
の
論
文
、
注
２
の
解
題
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

（
21
）　
『
教
訓
抄
』
巻
第
一
「
羅
陵
王
」
に
よ
れ
ば
、
乱
序
、
囀
、
嗔
序
、
荒

序
、
入
破
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
詳
細
を
『
陵
王
荒
序
』
に
求
め
れ
ば
、

乱
序
（
第
一
段
、
第
二
段
掻
日
手

、
第
三
段
返
桴
手

、
第
四
段
返
蜻
蛉
手
、
第
五
段
〈
第

一
段
名
大
膝
巻
、
第
二
段
、
第
三
段
〉、
第
六
段
〈
第
一
段
号
少
膝
巻
、
第
二
段
〉）、
囀

（
第
一
段
、
第
二
段
）、
嗔
序
（
第
一
段
、
第
二
段
）、
荒
序
（
二
四
八
説

第
一
帖
～
八
帖
、
八
方
八
返
様
第
一
帖
～
八
帖
、
四
方
各
二
返
様
第
一
帖

～
八
帖
、
八
方
各
一
返
様
第
一
帖
～
八
帖
、
略
説
）、
入
破
（
第
一
帖
、

同
半
帖
、
第
二
帖
、
同
半
帖
、
第
二
切
異
説
〈
二
帖
頭
、
半
帖
頭
〉）、
入

様
（
入
様
、
入
綾
手
、
勅
禄
手
）
と
な
る
。

（
22
）　

詳
し
く
は
注
４
の
拙
稿
に
記
し
た
が
、
第
五
紙
の
端
の
文
字
が
切
れ
て

い
る
の
で
、
第
五
紙
の
端
は
断
ち
落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し

か
し
、
現
在
の
第
四
紙
と
第
五
紙
の
継
ぎ
目
の
上
に
は
、
筆
者
Ｂ
（
聖

宣
）
の
文
字
が
乗
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
第
四
紙
と
第
五
紙

は
も
と
も
と
繋
が
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
筆
者
Ｂ
（
聖
宣
）
に
よ
っ

て
、
第
五
紙
以
前
が
落
と
さ
れ
、
第
四
紙
と
継
が
れ
て
、
そ
の
継
ぎ
目
の

上
か
ら
文
字
が
書
か
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

（
23
）　

注
11
の
論
文
、
七
三
頁
上
段
十
四
行
目
よ
り
。
ま
た
、
氏
は
『
手
記
』

跋
文
に
つ
い
て
、「
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
秘
曲
《
陵
王
》
の
う
ち
で

も
っ
と
も
重
要
な
〈
荒
序
〉
が
『
舞
楽
手
記
』
に
は
記
し
て
い
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
言
及
が
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
が
、
次
項
「
成
立
事
情
」
に
後
述
す
る
よ
う
に
、
跋
文
③
に
荒

序
は
伝
授
で
き
な
い
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
氏
は
「
跋
文
中
に

「
為
令
不
絶
常
曲
」
と
の
文
言
が
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
と
、〈
荒
序
〉
は
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『
舞
楽
手
記
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
「
常
曲
」
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。（
中
略
）「
春
日
楽
書
」
中
に
存
在

す
る
〈
荒
序
〉
の
伝
授
譜
（
※
『
輪
台
詠
唱
歌
外
楽
記
』）
の
よ
う
に
、

〔
羅
陵
王
舞
譜
〕
の
〈
荒
序
〉
の
部
分
の
み
を
記
し
た
楽
譜
の
よ
う
な
も

の
が
『
舞
楽
手
記
』
と
は
別
に
存
在
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る

い
は
、
聖
宣
は
、〈
荒
序
〉
を
「
常
曲
」
と
は
別
の
、
特
に
重
要
な
も
の

と
し
て
扱
い
、『
舞
楽
手
記
』
に
は
載
せ
な
か
っ
た
も
の
か
」
と
も
述
べ

て
お
ら
れ
る
が
、「
常
曲
」
は
豊
家
本
で
は
「
當
曲
（
当
曲
）」
と
あ
っ

て
、
一
般
に
「
舞
楽
の
演
目
を
構
成
す
る
楽
曲
の
う
ち
、
舞
人
が
舞
座
に

着
く
ま
で
と
降
台
し
楽
屋
に
入
る
ま
で
と
を
除
い
た
、
中
心
と
な
る
部
分

で
奏
さ
れ
る
曲
」（『
雅
楽
事
典
』
六
七
頁
）
と
定
義
さ
れ
る
「
当
曲
」
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、「〈
荒
序
〉
を
「
常
曲
」
と
は
別
の
、
特

に
重
要
な
も
の
と
し
て
扱
い
、『
舞
楽
手
記
』
に
は
載
せ
な
か
っ
た
も
の

か
」
と
の
解
釈
は
あ
た
ら
な
い
。
ま
た
、「
荒
序
」
を
記
し
た
譜
が
別
に

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
が
、
そ
れ
は
「
春
日
楽
書
」
の
二
十
二
冊

本
『
荒
序
譜
（
一
）』
と
春
日
社
ほ
か
に
蔵
す
る
『
輪
台
詠
唱
歌
外
楽
記
』

で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
二
流
あ
っ
た
「
荒
序
」
の
う
ち
、
光
則
流
の
荒
序

譜
（
二
四
八
説
・
八
方
八
返
様
）
は
前
者
、
光
近
流
の
荒
序
譜
は
後
者
で

あ
る
。
前
者
は
『
舞
楽
古
記
』
等
に
、
光
葛
や
真
葛
の
演
奏
記
録
が
記
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
彼
ら
が
継
承
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
本
書
が
成
っ
た
と

き
（
春
福
丸
近
葛
が
「
真
葛
」
と
改
名
す
る
以
前
）
は
譜
を
伝
授
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
そ
の
後
い
ず
れ
か
の
時
期
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
『
輪
台
詠
唱
歌
外
楽
記
』
巻
末
の
奥
書

に
、「
先
師
順
良
房
（
※
聖
宣
）
如
此
雖
被
記
置
之
、
未
給
真
葛
童
名

春
福
譜
彼

子
中
在
之
（
先
師
順
良
房
は
此
く
の
如
く
之
を
記
し
置
か
る
る
と
雖
も
、

未
だ
真
葛
童
名

春
福
に
譜
を
給
は
ず
、
彼
の
子
の
中
に
之
れ
在
り
）」
と
あ
る
か

ら
、
近
真
か
ら
聖
宣
へ
託
さ
れ
た
荒
序
譜
の
う
ち
、
光
近
流
の
方
は
、
真

葛
に
伝
授
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
近

真
以
後
の
「
荒
序
」
の
相
承
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
述
べ
る
。

（
24
）　

注
11
の
論
文
、
七
二
頁
。

（
25
）　

注
11
の
論
文
、
七
五
頁
上
段
六
行
目
～
九
行
目
。

（
26
）　

紙
幅
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
詳
し
く
は
追
っ
て
別
稿
に
記
す
予
定
で

あ
る
が
、『
手
記
』
紙
背
の
記
事
の
う
ち
、「
返
蜻
蛉
手
」
か
ら
「
囀
三
度

舞
様
」
ま
で
の
五
条
は
、「
乱
序
」
か
ら
「
嗔
序
」
に
至
る
紙
背
に
記
さ

れ
て
い
る
が
、「
返
蜻
蛉
手
」
は
、『
陵
王
荒
序
』
に
よ
れ
ば
、「
乱
序
」

の
第
四
段
の
こ
と
で
あ
る
。『
手
記
』
跋
文
に
よ
れ
ば
、同
書
は
「
乱
序
」

の
第
五
段
以
前
は
記
さ
な
い
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
必
要

と
判
断
し
て
「
乱
序
」
の
紙
背
に
書
き
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。「
一
説　

北
向
阿
刀
胡
児
…
」
の
「
阿
刀
胡
児
」
は
「
囀
」
の
詞
章
で
あ
る
か
ら
、

「
囀
」
の
一
説
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
「
囀
」
の
紙
背
に
記
し
た
裏
書
で
あ

る
と
理
解
さ
れ
る
。「
口
伝
云
崎
取
手
者
…
」
は
、『
陵
王
荒
序
』
に
よ
れ

ば
「
鬚
取
手
」
の
こ
と
で
嗔
序
の
秘
手
で
あ
る
か
ら
、
こ
ち
ら
も
紙
表
と

ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
様
に
「
一
説　

東
向
天
合
掌
シ
テ

…
」
は
、
そ
の
文
中
に
「
右
見
左
見
天
詠
詞
囀
（
右
見
、
左
見
て
、
詠
の

詞
を
囀
る
）」
と
あ
る
か
ら
、
囀
の
場
面
で
の
所
作
の
一
説
を
記
し
た
も

の
と
解
さ
れ
、
紙
表
の
内
容
と
対
応
す
る
裏
書
で
あ
る
と
い
え
る
。「
囀

三
度
舞
様
」
は
、
囀
を
三
度
舞
う
説
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
ち
ら
も
「
囀
」
か
ら
「
嗔
序
」
に
至
る
紙
背
に
記
さ
れ
て
お
り
、
裏
書

で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　

ま
た
、「
入
破
半
帖
舞
例
」
は
、
入
破
の
半
帖
を
舞
っ
た
保
安
二
年
（
一

一
二
一
）
三
月
三
十
日
の
賭
弓
で
の
先
例
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
紙

表
の
「
入
破
第
二
帖
」
の
紙
背
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
紙
表
と
紙
背
は

対
応
し
て
お
り
、
裏
書
で
あ
る
と
わ
か
る
。「
故
判
官
近
真
荒
序
舞
事
」

は
、
近
真
が
建
暦
二
年
四
月
八
日
と
建
保
四
年
六
月
廿
七
日
に
荒
序
を
舞
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っ
た
記
録
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
紙
表
の
跋
文
③
か
ら
荒

序
の
記
録
に
至
る
紙
背
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
ち
ら
も
表
裏
は
対
応

し
て
お
り
、
裏
書
と
判
断
さ
れ
る
。

　
　
　

因
み
に
、
中
原
氏
は
こ
の
記
事
に
つ
い
て
、「『
舞
楽
手
記
』
中
の
Ｄ

（
※
「
入
破
第
二
帖
」「
半
帖
」）
に
も
あ
る
〈
入
破
〉
半
帖
の
演
奏
例
で

あ
り
つ
つ
、
本
文
中
に
〈
荒
序
〉
の
所
作
を
記
す
の
で
、
裏
書
12
（
※

「
荒
序
旧
記
」
と
題
す
る
荒
序
の
記
録
）
の
記
録
と
同
等
の
も
の
と
し
て

採
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
際
、
裏
書
13
（「
入
破
半
帖
舞
例
」）
と
裏

書
12
「
荒
序
旧
記
」
の
表
題
が
わ
ず
か
一
行
分
の
空
白
を
お
い
た
だ
け
で

隣
り
合
っ
て
い
る
と
い
う
、
物
理
的
な
事
情
も
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
裏
書
12
「
荒
序
旧
記
」
か
ら
記
事
を

抽
出
し
よ
う
と
し
た
時
、
そ
の
直
前
に
あ
っ
て
「
荒
序
旧
記
」
と
同
様
に

〈
荒
序
〉
演
奏
記
録
を
記
し
て
い
る
裏
書
13
に
も
目
が
と
ま
り
、
表
題
を

除
く
な
ど
し
て
、
こ
れ
を
本
来
の
〈
入
破
〉
演
奏
記
録
か
ら
、〈
荒
序
〉

演
奏
を
主
体
と
す
る
も
の
へ
の
編
成
し
直
し
て
『
舞
楽
手
記
』
に
載
せ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。」
と
い
わ
れ
、『
手
記
』
紙
背
に

「
入
破
半
帖
舞
例
」
が
記
さ
れ
た
の
は
、『
陵
王
荒
序
』
紙
背
に
荒
序
の
記

録
と
と
も
記
さ
れ
て
い
て
、
隣
り
合
っ
て
い
た
の
で
筆
者
の
目
に
と
ま

り
、「〈
荒
序
〉
演
奏
を
主
体
と
す
る
も
の
へ
と
編
成
し
直
し
て
」、『
手

記
』
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
氏
は
こ
の
記
事
を
自
ら
「
裏
書
」
と
し

な
が
ら
、
じ
つ
は
こ
の
記
事
を
「
裏
書
」
と
は
異
な
る
も
の
と
捉
え
て
お

り
、
矛
盾
す
る
。『
日
本
古
文
書
学
提
要
』（
伊
地
知
鐵
男
編
、
新
生
社
、

一
九
六
六
年
八
月
）
の
定
義
を
借
り
れ
ば
、「
裏
書
」
と
は
「
表
面
の
本

文
に
関
係
の
あ
る
裏
の
記
文
・
注
文
を
裏
書
と
い
い
、
た
だ
た
ん
に
反
故

紙
の
裏
面
を
利
用
し
て
新
写
し
た
、
本
文
と
裏
面
紙
背
の
文
書
と
が
直
接

的
に
関
係
の
な
い
場
合
を
裏
文
書
、
ま
た
は
紙
背
文
書
と
い
っ
て
区
別
す

る
」（
上
巻
、
五
四
頁
十
行
目
～
十
二
行
目
）
も
の
で
あ
る
。「
入
破
半
帖

舞
例
」
が
「
入
破
」
の
紙
背
に
記
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
「
入
破
」
に
関

係
す
る
記
事
で
、『
陵
王
荒
序
』
に
お
い
て
も
裏
書
で
あ
っ
た
か
ら
と
い

う
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

（
27
）　
『
陵
王
荒
序
』
に
も
、
荒
序
は
「
狛
光
則
之
家
説
」
と
「
狛
光
近
之
家

説
」
と
二
説
記
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
教
訓
抄
』（
室
町
期
写
）
巻
第
一
よ
り
。

（
29
）　

注
12
に
も
指
摘
し
た
が
、
福
島
和
夫
氏
が
す
で
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
聖
宣
は
近
真
の
没
後
、
彼
の
遺
し
た
譜
な
ど
を
預
か
っ
て
お
り
、
近

真
の
息
子
の
面
倒
を
見
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

（
30
）　
『
楽
所
補
任
』
に
つ
い
て
は
、
福
島
和
夫
氏
の
「「
楽
所
補
任
」
と
そ
の

逸
文
に
つ
い
て
」（『
雅
楽
界
』
第
五
十
四
号
、
小
野
雅
楽
会
、
一
九
七
八

年
四
月
／
同
氏
の
著
『
日
本
音
楽
史
叢
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
十
一

月
に
「『
楽
人
補
任
』
と
そ
の
逸
文
に
つ
い
て
」
と
改
題
し
て
収
録
）
参

照
。『
舞
楽
古
記
』
は
、
注
３
の
拙
稿
「
春
日
大
社
蔵
『
舞
楽
古
記
』
概

論
」
参
照
。

（
31
）　

福
島
氏
は
注
２
の
解
題
に
、「
春
日
楽
書
」
の
伝
来
に
つ
い
て
「
興
福

寺
に
伝
存
し
た
が
、
明
治
の
社
寺
分
離
の
際
に
他
出
。
幸
い
明
治
二
九
年

現
存
七
巻
の
み
春
日
神
社
に
収
納
し
た
。
狛
近
真
（
一
一
七
七
～
一
二
四

二
）
の
臨
終
に
際
し
、
順
良
房
聖
宣
に
託
し
、
春
福
丸
真
葛
に
伝
え
た
楽

書
類
（『
教
訓
抄
』
を
も
含
む
か
）
が
母
体
と
考
え
ら
れ
る
。
後
増
補
し
、

狛
系
の
一
大
楽
書
群
を
形
成
、
そ
の
中
核
が
興
福
寺
本
談
義
屋
に
置
か
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
本
談
義
屋
は
興
福

寺
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
江
戸
後
期
の
春
日
神
社
境
内
図
（『
春
日

権
現
験
記
絵
注
解
』
神
戸
説
話
研
究
会
編
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
二

月
に
掲
載
）
に
よ
れ
ば
、
春
日
社
の
二
の
鳥
居
の
北
に
あ
り
、
現
在
の
宝

物
殿
の
辺
り
に
あ
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
後
掲
注
33
の
平
出
論
文
に

も
、「「
本
談
義
屋
」
と
は
春
日
神
社
の
旧
記
に
よ
れ
ば
後
堀
河
帝
寛
喜
二
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年
（
※
一
二
三
〇
）
に
建
立
せ
ら
れ
、
光
格
帝
寛
政
年
間
に
火
災
に
罹
っ

て
失
わ
れ
た
、
五
箇
の
屋
の
一
つ
で
あ
つ
て
、
唯
識
論
を
以
て
本
尊
と
な

す
由
で
あ
る
」
と
あ
る
。

　
　
　

他
方
、
宮
崎
氏
は
、「『
教
訓
抄
』
の
撰
述
資
料
に
就
い
て―

『
楽
記
』

を
巡
っ
て―
」（『
大
学
院
研
究
年
報
』
第
二
十
号
、
中
央
大
学
文
学
研
究

科
、
一
九
九
一
年
三
月
）
に
、
前
述
の
福
島
氏
の
説
を
引
い
て
「
中
世
以

来
興
福
寺
に
保
管
さ
れ
、
寺
内
の
本
談
儀
屋
に
置
か
れ
て
い
た
」
と
し
つ

つ
、「
但
し
、
中
世
以
来
、
現
在
迄
所
を
移
す
事
な
く
本
談
儀
屋
に
置
か

れ
て
い
た
か
に
就
い
て
は
若
干
問
題
が
残
る
」
と
し
て
、
寛
政
三
年
（
一

七
九
一
）
に
本
談
儀
屋
が
火
事
で
焼
け
た
こ
と
を
指
摘
（『
閑
窓
自
語
』

上
巻
九
〇
）。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
興
福
寺
記
録
抜
粋
』
所
引
の

「
春
日
楽
書
」
中
の
一
書
『
楽
記
』
の
記
事
の
識
語
に
「
南
都
一
条
院
御

門
跡
家
蔵
本
写
之
／
延
宝
戌
午
歳　

活
陽
新
謄
本
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

延
宝
六
年
（
延
宝
戌
午
歳
、
一
六
七
八
年
）
に
は
興
福
寺
一
乗
院
に
あ
っ

て
、
寛
政
三
年
の
火
事
を
避
け
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
て
お
ら
れ

る
。

（
32
）　

官
幣
大
社
春
日
神
社
社
務
所
編
、
一
九
二
九
年
七
月
刊
。

（
33
）　

因
み
に
、
平
出
久
雄
の
「『
楽
所
補
任
』
私
考
」（『
東
洋
音
楽
研
究
』

第
二
輯
、
東
洋
音
楽
学
会
、
一
九
三
七
年
六
月
刊
／
第
一
書
房
、
一
九
八

五
年
十
二
月
復
刻
）
五
四
～
五
五
頁
に
、
羽
塚
啓
明
所
蔵
の
山
田
寿
旧
蔵

本
の
奥
書
を
紹
介
す
る
く
だ
り
が
あ
る
。

　
　
　
　

�

右
楽
所
補
任
正
本
二
巻
ヲ
以
校
正
処
也　

但
正
本
二
巻
春　

日
神
社

宝
庫
ニ
納
者　

明
治
元
年
維
新
之
際
社
家
ノ
手
ヨ　

リ
流
出
セ
シ
者

ト
察
ラ
ル　

今
春
不
図
我
手
ニ
落　

長
ク
家　

ニ
留
ン
ト
欲
ス
レ
共

貧
家
之
企
及
ヘ
キ
ニ
非
ス　

不
得
止
他　

ニ
売
却
シ
只
此
校
正
一
本

ニ
留
置
而
己　

正
本
納
処
未
定　

他
日
確
定
之
上
左
ニ
記
ヘ
キ
ナ
リ

　
　
　
　

明
治
二
十
九
年
九
月
廿
日
校
了　

聖
華
主
人
寿

　
　
　
　

�

右
正
本
弐
巻 

明
治
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日 

奈
良
県
古　

沢
明
府

之
以
好
意　

春
日
社
宝
庫
再
納
保
存
之　

延
年
山
田
寿
再
識

　
　
　
　

�　

春
日
神
社
現
在
の
楽
頭
堀
川
佐
一
郎
氏
の
談
に
よ
れ
ば
こ
の
識
語

の
あ
る
本
は
二
冊
あ
り
、
一
本
は
山
田
氏
自
筆
の
も
の
で
、
他
の
一

本
は
そ
れ
を
謄
写
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
羽
塚
氏
御
所
蔵
の
も
の
は

後
者
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
山
田
氏
は
奈
良
の
有
名
な
古
書
店

の
御
主
人
で
あ
る
が
今
は
故
人
と
な
ら
れ
た
由
で
あ
る
。

　
　
　

こ
こ
に
い
う
山
田
寿
は
『
楽
所
補
任
』
を
明
治
二
十
九
年
十
一
月
三
十

日
に
納
め
た
と
い
う
か
ら
、『
春
日
神
社
記
録
目
録
』
に
明
治
二
十
九
年

十
一
月
購
入
と
あ
る
の
と
一
致
す
る
。
そ
う
な
る
と
、
山
田
寿
と
い
う
の

は
、
前
掲
の
『
春
日
神
社
記
録
目
録
』
に
い
う
山
田
茂
助
の
こ
と
だ
ろ
う

か
。
平
出
は
「
奈
良
の
有
名
な
古
書
店
の
御
主
人
」
と
い
う
が
、『
記
録

目
録
』
は
「
京
都
市
」
の
「
山
田
茂
助
」
と
い
う
か
ら
、
同
一
人
物
か
否

か
、
不
明
な
点
も
あ
る
。

（
34
）　
『
群
書
類
従
』
巻
第
四
十
七
。
続
群
書
類
従
完
成
会
版
、
第
四
輯
、
一

九
三
二
年
十
月
初
版
、
一
九
七
九
年
十
二
月
訂
正
三
版
第
四
刷
、
二
一
七

頁
上
段
に
よ
る
。

（
35
）　

注
33
の
論
文
、
五
五
頁
。

（
36
）　

登
録
名
称
は
「〔
補
任
〕」。
拙
稿
「
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
蔵
書

目
録　

雅
楽
関
係
史
料
目
録
稿
」（『
雅
楽
資
料
集
』
資
料
編
、
二
松
学
舎

大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
世
日
本
漢
文
班
編
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務

局
、
二
〇
〇
六
年
三
月
刊
）、
九
四
頁
、
003
の
（
１
）
参
照
。

（
37
）　

宮
崎
氏
の
説
は
、
注
31
に
引
い
た
が
、
寛
政
三
年
の
本
談
義
屋
焼
亡
の

事
は
、
春
日
神
社
境
内
図
に
も
「
寛
政
三
亥
年
／
九
月
焼
失
」
と
見
え

る
。

（
38
）　

宮
崎
氏
は
「
寛
政
三
年
時
に
本
談
義
屋
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
今
日
の
伝
存
を
見
ぬ
筈
で
あ
る
」
と
し
て
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
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八
）
に
興
福
寺
一
乗
院
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
焼
失
を
免
れ
た
と
推
測
し
て

お
ら
れ
る
が
、
火
事
の
中
救
出
さ
れ
た
の
が
現
存
の
七
巻
で
、
も
と
は
も

っ
と
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
そ
れ
が
減
じ
た
の
は
間
に
合
わ
ず
焼
失
し
て
し

ま
っ
た
か
ら
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、「
春
日
楽
書
」
が

延
宝
六
年
に
一
乗
院
に
あ
っ
た
の
な
ら
、『
群
書
類
従
』
に
所
収
の
太
秦

昌
倫
本
『
楽
所
補
任
』
の
奥
書
に
、「
正
本
」
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）

に
「
春
日
之
御
蔵
」
に
あ
っ
た
と
い
う
点
と
合
わ
な
く
な
る
。
氏
の
い
わ

れ
る
一
乗
院
に
あ
っ
た
と
い
う
本
は
、
あ
る
い
は
「
春
日
楽
書
」
の
写
し

で
は
あ
る
ま
い
か
。
平
出
蔵
の
「
春
日
楽
書
」
は
、
奥
書
に
よ
り
、
大
乗

院
門
跡
の
仰
に
よ
り
狛
光
逸
が
書
写
し
、
門
跡
主
に
差
し
上
げ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
大
乗
院
に
写
し
が
伝
わ
っ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
一
乗
院
で
あ
る
が
、
同
門
跡
は
明
治
維
新

後
、
水
谷
川
家
と
な
る
が
、『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
に
「
楽
書　

十
二

冊　

水
谷
川
家
」
と
見
え
て
、
現
在
は
行
方
が
知
れ
な
い
も
の
と
覚
し
い

が
、
近
年
宮
内
庁
書
陵
部
に
収
蔵
さ
れ
た
水
谷
川
家
旧
蔵
の
楽
書
に
『
楽

所
補
任
』
や
『
管
眼
集
』、『
打
物
譜
』
な
ど
、「
春
日
楽
書
」
の
一
書
と

見
ら
れ
る
本
が
あ
る
か
ら
、
一
乗
院
に
も
「
春
日
楽
書
」
の
写
し
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
39
）　

注
３
参
照
。

（
40
）　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
七
十
五
巻
、
日
記
部
一
、
財
団
法
人
鈴
木
記

念
財
団
編
、
講
談
社
、
一
九
七
二
年
五
月
刊
、
一
六
頁
。

（
41
）　

注
37
に
引
い
た
春
日
神
社
境
内
図
に
よ
れ
ば
、
本
談
義
屋
に
は
経
蔵
の

ほ
か
、
導
場
、
台
所
、
広
所
と
呼
ば
れ
る
建
物
が
あ
っ
た
。

（
42
）　

紙
幅
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
資
料
の
解
釈
に
つ
い
て
は
別
に
詳

し
く
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、
最
近
新
た
に
藤
原
重
雄
氏
が
呈
さ
れ
た
解

釈
で
は
、「
故
律
師
御
房
は
田
舎
に
住
ま
い
、
楽
の
稽
古
は
ま
ま
な
ら
ず
、

秘
曲
の
継
承
は
絶
え
よ
う
と
し
て
い
た
」
と
さ
れ
る
（『
中
世
の
都
市
─

史
料
の
魅
力
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
高
橋
慎
一
朗
・
千
葉
敏
之
編
、
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
五
月
、
一
六
八
頁
）
が
、「
其
身
止–

二
住

田
舎
一
、
当
道
之
稽
古
、
忌
其
勤
之
間
、
一
流
之
秘
曲
、
忽
欲
レ
絶
矣
。」

部
分
は
、
真
村
の
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
こ
こ
で
は
、
真
村
が
陵
王
荒
序

の
秘
曲
譜
を
代
々
相
伝
し
て
き
た
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
当

該
箇
所
も
真
村
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
そ
も
そ
も
狛
氏
の
秘

曲
で
あ
る
「
荒
序
」
を
、
一
僧
侶
で
あ
る
故
律
師
が
相
伝
し
て
い
た
と
い

う
の
で
は
お
か
し
い
。
原
本
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
文
中
の
「
故
律
師
御

房
」
は
直
前
の
「
逆
修
坊
」
に
対
す
る
割
注
が
、
伝
写
の
過
程
で
本
文
化

し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
43
）　

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊
』
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成
三
（
明
治

書
院
、
一
九
九
八
年
三
月
刊
）
所
収
『
楽
家
系
図
』（
二
一
〇
～
二
二

頁
）、『
體
源
抄
』
十
三
所
収
の
狛
氏
系
図
（『
體
源
抄 

四
』
正
宗
敦
夫

編
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
三
年
十
一
月
、
一
八
三
二
～
三
六

頁
）
に
よ
る
。

（
44
）　

真
葛
の
子
は
二
人
あ
っ
て
、
前
掲
注
43
の
『
體
源
抄
』
所
収
の
系
図
に

よ
る
と
、
一
男
繁
真
は
「
弘
安
元
（
一
二
七
八
）
三
廿
三
醍
醐
桜
会
時
被

討
了
廿
五
為
武
蔵
房
云
々
」
と
い
い
、
そ
の
子
久
繁
も
「
正
安
二
（
一
三

〇
〇
）
十
五
死
廿
五
為
盗
人
」
と
あ
っ
て
（
西
暦
は
筆
者
注
）、
若
く
し

て
鬼
籍
に
入
っ
た
と
わ
か
る
。
系
図
も
久
繁
の
後
を
記
し
て
お
ら
ず
、
こ

の
流
れ
は
断
絶
し
た
と
解
さ
れ
る
。『
體
源
抄
』
十
三
「
代
々
公
私
荒
序

所
作
事
」
の
荒
序
の
演
奏
記
録
に
よ
れ
ば
、
真
葛
の
後
に
荒
序
を
舞
っ
て

い
る
の
は
季
真
で
、
彼
が
跡
を
襲
い
、
以
後
、
真
仲
、
真
村
と
続
い
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。

（
45
）　

中
原
香
苗
氏
は
注
11
の
論
文
の
注
６
に
、「
櫻
井
氏
は
、
前
掲
注
（
３
）

の
論
考
に
お
い
て
、「
春
日
楽
書
」
と
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
楽
書
の
呼
称

に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
通
称
と
し
て
の
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「
春
日
楽
書
」
を
用
い
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。『
雅
楽
資
料
集
』
に
お

い
て
は
「
春
日
楽
書
」
と
は
言
わ
ず
、「
狛
系
楽
書
群
」
と
称
し
た
の
で

あ
る
が
、「
春
日
楽
書
」
は
確
か
に
狛
氏
の
手
に
な
る
楽
書
を
中
心
と
す

る
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
で
は
他
所
に
蔵
す
る
狛
氏
の
楽
書
と
区
別

で
き
な
い
。
ま
た
、
現
状
で
は
敢
え
て
「
春
日
楽
書
」
の
名
称
を
避
け
る

理
由
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
46
）　

福
島
和
夫
編
『
中
世
の
音
楽
資
料―

―

鎌
倉
時
代
を
中
心
に―

―

解
題

目
録
』（
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
第
十
回
特
別
展
観
）、
上
野
学
園
日

本
音
楽
資
料
室
刊
、
一
九
八
六
年
十
月
に
付
載
の
「
春
日
楽
書
三
本
対
照

表
」
に
示
し
て
お
ら
れ
る
。

（
47
）　

詳
細
は
、
注
４
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
福
島
氏
が
『
手
記
』
紙

背
に
対
応
す
る
と
い
う
内
閣
、
田
安
、
窪
家
の
諸
本
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
。

　
　
　
（
ａ
）「
荒
序
二
四
八
説
狛
光
則
」
と
題
す
る
舞
譜

　
　
　
（
ｂ
）「
一
帖
八
方
八
返
様
狛
光
則
」
と
題
す
る
舞
譜

　
　
　
（
ｃ
）「
入
綾
手
」「
勅
禄
手
」「
囀
調
（
マ
ヽ
）」
と
題
す
る
舞
譜

　
　
　
（
ｄ
）「
右
伏
肘
」
等
の
舞
譜
名
目

　
　
　
（
ｅ
）「
舞
曲
体
背
事
」
と
題
す
る
口
伝

　
　
　
（
ｆ
）「
舞
出
心
事
」
と
題
す
る
口
伝

　
　
　
（
ｇ
）「
舞
台
ニ
昇
降
事
」
と
題
す
る
口
伝

　
　
　
（
ｈ
）「
平
立
舞
」
と
題
す
る
口
伝

　
　
　
（
ｉ
）「
三
人
五
人
七
人
等
立
様
」
と
題
す
る
口
伝

　
　
　
（
ｊ
）「
三
行
立
様
」
と
題
す
る
口
伝

　
　
　
（
ｋ
）「
行
立
様
」
と
題
す
る
口
伝

　
　

本
稿
の
「
内
容
」
項
に
示
し
た
「
表　
『
舞
楽
手
記
』
内
容
細
目
」
と
比

較
す
る
と
、
内
容
、
順
序
と
も
に
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
48
）　

注
３
の
「
春
日
大
社
蔵
〔
楽
記
〕
に
つ
い
て　

付
、
紙
背
〔
打
物
譜
〕

翻
刻
」
に
よ
る
。

（
49
）　

注
11
の
論
文
。

（
50
）　

注
４
の
論
文
。
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